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In this treatise firstly l have intended to describe lsen (a CIlinese classical

sbolar 1732-1781) baying come into contact witll Norinaga (a Japanese classical

scholar 1730-1801), next to provide Isen's sole book of 'Kansanyoroku'as well as

his notes of `Kinkeizatsuwa'including some of its problems, and lastly
to present

the biography and data about lsen･
If my treatise disclosed lsen's features still

unknown
to the world, I should be more obliged than anything else･

why I should call this treatise 'Kinkei2;atSuWa and Kansanyoroku'is that the

most part of the contents of my article stems mainly from the two books

mentioned above.

1 措 官

本稿は,筆者が関心を有している宣長学に関する基礎

的研究の一端をなすものである｡

いわゆる国学としての宣長学が,学問と言えば直ちに

儒学を意味した時代にあって,如何にそれとの深い相関

において形成せられたかは,近時の諸研究がそれぞれに

志向するところであり,伊藤仁斎(寛永四1627一宝永二

1705,享年七九)を宗とする堀川学派,荻生祖裸(寛文

六1666一事保十三1728,享年六三)を主とする護園学派

等の宣長学成立に及ぼした影響についての論考もまた幾

つか報告せられている｡一方,宣長が直掛こ師事,交渉

あるいは論争をもった儒者も多く,儒師堀景山(元禄元

1688-宝暦七1757,享年七十),洞津の谷川士清(宝永

六1709一安永五1776,享年六八),または｢万我能比礼｣

の著者市川鶴鳴(元文五1740一寛政七1795,享年五六)

等は,著名且つ重要な位置をしめていることは言うまで

もない｡

ここに取挙げた菰野藩儒南川維遷ほ,上の士清等に比

すれば,その宣長学に占める意義は必ずしも大きいとは

言えない｡両者の学的交渉を窺うべき資料は,僅かに-

通の尺牒と二三の質疑しか遺されていない｡しかしそこ

に見られる両者の実撃な学問的精神の触れ合いは,蓋し

近世学問史上の貴重な一節たるを否定し得ない｡

それゆえ本稿においては,まず宣長と維遷との具体的

交渉について述べ,次いで公刊せられた維遜の唯一の著

ll

書である｢閑散余録｣と,その草稿本｢金渓雑話｣に関

する諸問題を報告し,終りに維遷の伝記資料若干を紹介

したいと思う｡これによって,維遷の風貌が従前に比し

て幾分なりとも鮮明になれば,稿者の喜びこれに過ぐる

ものはない｡

題して｢金漢雑畜と閑散余録｣としたのは,本稿の主

要部分がこの両書の考証にある故を以て,姑く採って名

づけたまでである｡

2 本居宜長と甫川椎茸

本居宣長(享保十五1730一事和元1801,享年七二)紘

｢(天明元年)四月廿九日付｣の書簡を南川維遷宛に送

っている1)｡それは次の如き文面である｡

-,同廿八日之御状ほ当月八日二相違し,是又拝見仕

俣｡古事記伝御返し被下領納仕供｡三ノ巻又々入御覧

供.右書謹撰ノ字之義,細々被仰下恭奉存供｡是′､何

之考もなくふと書中候義,いかさまひかことこて御座

可有候｡尚又かやう之義御見当り被成候ハ､,少も無

御遠慮御斥被下度奉頼供｡

-,中川氏書之事,被仰下僕通承知仕侯｡跡よりもら

ひ上ケ可申侯｡

-,勢語臆断二冊,入御覧供｡

-,御簾間,別幅二御返事中上供｡

-,人之需二付,祭薬神祝詞-篇述作仕候故,乍序入

御覧供｡是ハ御返し被下僕二及不申侯｡

-,去年中名古屋人市川多門と申儒士,拙生が直霊ノ
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善ヲ難破致し侯まがのひれと申書出来侯二付,右ノ返

答暮花と申書二巻作り申贋｡右両書御覧被成度俣ノ＼ ､

退而入御覧可申侯｡此節ハ他-倍達し在之候故,得上

不申供｡右市川生御聞及不被成侯哉｡朱学ニハアラザ

レトち 経学家二而十三経二殊外骨ヲ折被申,大氏窒

二覚え居被申供位之由承及申侯｡余ハ期後信,草々,

恐憧謹言｡ 四月廿九日 本居春庵

南川文瑛様 奉復

この書簡は, ｢本居宣長翁書簡集｣ 2)に収録せられてい

るが,この引用は先頃親しくその真跡に接する機会を得

たのでそれに拠った｡書簡集との間に小異がある｡

これについて,書簡集の編者奥山宇七氏ほ次のような

注を加えている｡

編者云,宣長翁四十二歳の明和八年十月九日に成った

｢直昆霊｣は,皇国のめでたき故よしを説き,道の本

旨を明かにせられたものである｡然るに尾張の人市川

匡暦(寛政七年穀五十六)は,安永九年｢まがのひれ｣

なる一書を著して宣長翁の古道説を攻撃した｡翁は敢

て意に介せられなかったが,門人の講ふにまかせて,

｢葛花｣二巻を著して之に酬いられたのほ,安永九年

十一月廿二日の事であった｡故にこの書簡が,その翌

年の天明元年のものなることほ明かである｡

｢勢語臆断｣ほ僧契沖の著にして五巻ある｡伊勢物語

〔を〕註釈したものである｡

南川文瑛は詳を維選〔遷〕といひ,金渓と号した｡享

保十四年伊勢の菰野に生れた｡幼より学を好み,長じ

て後京に出で,堀元厚に就いて医学を修めた｡又竜草

魔の門にも遊び,遂に経史詩文の業を大成した｡天明

元年九月十四日,五十三歳で放した｡宣長翁は宝暦三

年二十四歳にして殉元厚に入門されたのであるから,

同門の関係にて,早くより文瑛と交際があったのであ

らう3)0 (〔 〕内ほ稿者の注記である｡)

この書簡の年次考証について,宣長自筆稿本｢葛花｣ 4)

の奥書に｢かくて安永九年の素月の廿二日の夜,ともし

火の下にてかきを-つ｡本居宣長｣とあり,また翌元明

元年九月に維違ほ死去しているので,奥山氏の推定通

り,天明元年のものであることは舞いない｡

維遷の伝記についてほ, ｢大日本人名辞書｣ 5) ･ ｢国

書解題｣ 6)･ ｢三重先賢伝｣ 7)･ ｢菰野町史｣ 8)･ ｢近世

藩校に於ける学統学派の研究上｣ 9)等に見られるが,前

二書は誤謬靴伝に基づき, ｢三重先賢伝｣ほ上の奥山氏

の注とほぼ同趣, ｢近世藩校に於ける学統学派の研究｣

は｢三重先賢伝｣と｢菰野町史｣の要を撮ったもので,

結局｢菰野町史｣の所説が最も詳しく且つ信頼できるも

のと言えよう｡しかしながら,これら諸伝記のうち生没

年を記すもの何れもが,享保十四年生,天明元年没,辛

年五十三としていることは不可解である｡維遷の没した

のが天明元年九月十四日であることほ,諸資料から見て

間違いない所であるが,享年を五十三歳とする点が問題

である｡

宣長の歌稿｢石上稿｣天明元年辛丑詠10)の中に,古風

の詠と印して次の詞書と賀歌一首がある｡

菰野人南川文瑛五十賀に,

かすみたつ春の長日の遠長に千年いほとせありこそわ

かせ

五十三歳の春に五十賀の歌を贈ることほ,常識的に考え

て頗る異様である｡それゆえ,私ほ以前からこの点を諾

しく思っていたのであるが,先頃菰野町金剛禅寺にある

維遷の墓に詣でて,親しくその墓誌銘に摸したところ,

筆者の疑問が決して不当でほないことを確め得たのであ

る｡即ち,この墓誌銘碑文11)に,

辛丑之歳,丁内難,哀之余,病大発鳶,尭以九月十四

日卒,享年五十,葬干大亀山金剛禅寺,

と,ほっきり｢享年五十｣と刻してあったのである｡維

遠投後僅かに五年後の建立であり,而もその碑文は彼と

親交のあった江村北海の撰であれば,先の宣長の五十賀

の歌と併せて,維違の享年が五十であることほ疑い得な

いとすべきである｡さすれば維遷の生年は,逆算して享

保十七年とせねばならない｡宣長より二歳年少と言うこ

とになる｡序ながら,維遷を死に至らしめた病因が,母

の喪を悼むあまりに発したとの此の言は,如何にも篤実

な彼の人柄を偲ばしめるに足るものである｡

奥山氏ほ上の注において,医学の師堀元厚に関係づけ

て,宣長が｢同門の関係にて,早くより文瑛と交際があ

ったのであろう｡｣と,推測しているが,それを徴証す

べき文献はない｡確かに宣長は京都遊学中(宝暦二年一

同七年),元厚最晩年の約半歳を従学していることほ,

宣長の｢在京日記｣ 12)宝暦三年七月廿二日の粂に｢入門

干堀元厚氏,而聞医書講説｣とか,同宝暦四年正月廿四

日の粂に｢堀元厚〔号北汚先生〕先生死去｣と書き留め

ている如く,同門なることは事実であるが,それを以て

直ちに両者が早くより交際があったとほ即断できぬと思

う｡私見に従えば,後述｢(鈴屋)谷間録｣の箇所で触れ

る如く,両者の交渉は安永期に入ってから開けたとする

のが妥当であろうと思う｡ (勿論,その後同門の故に,

両者が親密の度を加えたという想像ほ許されよう｡しか

し,それは自ら別の事柄に属する｡)

さて次にこの書簡の内容について考察する｡ (この書

簡の冒頭が聯か唐突の感を与えるのほ,推遷の質疑に対

する応答との関連によるものであろう｡現存のものは,

一幅の掛物として表装せられている｡)

天明元年は,宣長にあっては古事記上巻の注釈｢古事
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記伝｣全十七巻がすでに脱稿し,同年正月廿三日には古

事記中巻の初め即ち記伝第十八巻を起稿した時期で,他

の知友門人と同様に維遷の需めに応じて記伝の借覧を許

したことが知られる｡この事実は,仁斎学派の学統を承

けた維遷が国学に関心を寄せたこと自体,興味ある問題

であるが,その後半歳足らずして維遷が病没したため,

両者の学的交渉は断ち切られてしまったのである｡

宣長は記伝の各巻の稿本にも｢本居宣長謹撰｣と署し

ているが,維違は儒者の立場から｢謹撰｣の語義につい

ての意見を細々と書き送ったようであり,書簡の文面か

ら察すれば,宣長のこの用法は誤っており,宣長もその

指摘を肯定している如くに読み取れる｡しかし,宣長に

ほその後も｢謹撰｣の文字を改めた形跡ほなく,寛政以

降上大した記伝の版本の各巻には,依然として｢本居宣

長謹撰｣の文字を亥IJLているのであるo これをどう解す

るかは, ｢古事記伝｣という書名(私見では,漢書の注

に見える｢師古日,伝,謂解説経養老也｣と云うほどの

意で用いたと考えている｡)ともからんで,興味の存す

る所であるが,それについてほ更めて考察する機もある

かと思う｡

ただこのところで, ｢尚又かやう之義御見当り被成候

ハノ､,少も無御遠慮御斥被下度奉頼候｡｣と広く批判を

求めている点に,ほしなくも宣長の聞達な或いは柔軟な

学風の一端が窺われることほ,注意さるべきであろう｡

｢中川氏書之事｣の中川氏とは,中川経雅のことで,

書は書跡の意であろう｡維遷が書法に相当な関心を有し

ていたことは, ｢閑散余録下｣に, ｢予書ヲ評スルコト

ヲ好ム｡故二古今ノ法帖,和漢雅俗ノ真環,書論等ノ書

ヲ看ルコトヲ好ム｡｣とあり, ｢金漢維話下｣には,同趣

の文に続けて｢書論別二巻ヲナセリ,故ニココニ賛セス

｣と記していることからも察せられる｡

中川経雅(寛保二1742一文化二1805,享年六四)は,

荒木田姓,伊勢内宮の神官で,安永年間より宣長と親交

をもった篤学の人であるo宣長は彼の著儀式解の為に,

安永八年六月頃｢荒木田経雅神主大神宮儀式解序｣ 13)と

題する長文の序を寄せており,両者の親密な交情は｢石

上稿｣や現存の宣長書簡等によっても知ることができ

る｡また経雅手写の古事記伝稿本十七巻十八冊14)は,安

永三年から天明二年にかけて書写せられたもので,概ね

尚資本の転写ながら記伝稿本中有数のものである｡

｢勢語臆断｣ほ,宝暦九年に宣長が写したものを｢本

居宣長記念館｣に蔵する｡書簡に言う二冊がそれである

か否かほ保し難いが,ともかく儒者の維遜がその借覧を

請うている事実ほ注意せられる｡

｢祭薬神祝詞-篇｣は, ｢鈴屋集巻六｣に｢拝薬神詞

｣と題して収め,宣長門人村田光庸(宝暦五1755一天明

13

三1783,享年二九)の請いにまかせて草したことが,そ

の後書によって知ることができる｡

市川多門ほ前出市川鶴鳴と同一人で,その｢直毘霊｣

に発した論争ほ,あまりに著名であるから省略する｡

最後に｢御疑問｣とほ,維遷の宣長に対する質疑を意

味すると思われる｡維遷が宣長に対して質疑を開始した

時期は明らかでないが, ｢(鈴屋)答問録｣の安永六年丁

酉冬の箇所に, ｢南川文瑛〔菰野領主土方近江守儒臣〕,

神道ヲ間アニ答ルノ中ニ,陰陽ノ弁ノ内｣と標記して一

餐,岡安永七年成二月｢垂加流ノ神道ヲ間,同〔南川文

瑛〕｣の一条三項が収められている｡また｢本居宣長門

人録｣ 15)安永六年の条に,

伊勢三重郡薦野〔家中〕 早川｢ 〔源忠顕〕

同 〔同〕 加藤DC〔藤原正典〕

と見えている(菰野人の鈴屋入門者ほこの両名のみであ

る)｡これらを考え併せると,凡そこの時期を以て維遷

と宣長との交渉が開けたとすべきであろう｡ ●

なお,その後天明元年に至る安永八･九の両歳ほ,維

遷が藩命によって江戸に砥役したため,宣長に対する質

疑は存しなかったものと考えられる｡

さて上の答間二条が,ともに宣長の神道観について問

うていることは,儒者練達の関心事が那辺にあったかを

端的に示すものである｡その中の, ｢手出作直霊の趣,御

心にかなひ侯よし,悦ばしく存侯｣ (安永七年の粂)と

いう宣長の語16)は注意を引く｡即ち,維遷の質疑が直霊

を読みそれに応じて発せられたことが分るからである｡

そして,静嘉堂文庫蔵本｢なほびの御多万｣の奥書17ノに

よれば,安永六年十一月十一日に前出早川｢ (源忠顕)

が宣長自筆本の直霊を書写していることが判明する｡そ

れゆえ,維遷ほこの早川｢書写本によって直霊を読んだ

のでほあるまいかという推測が生じて来るのである｡も

し答間録に言う｢安永七年成二月｣の記載が正しけれ

ば,時期的に見てその蓋然性は極めて高いと言わなけれ

ばならない｡

以上,現存する僅かな資料に基づいて,両者の交渉を

出来る限り具体的に考察した次第であるが,維遷の学問

が宣長の国学に触れて,恐らくは新しく変貌するであろ

うことを予測せしめながら,程なく病没したことほ返す

返すも遺憾である｡またこれを宣長の側から見ても,同

じ勢州にあって,先に谷川士清を亡い,ここに南川維;塞

という,言わば好意的批判者を失ったことほ大きな損失

と言うべきであろう｡

3 金漢雑話と閑散余鼻

〔A〕金渓雅語と閑散余録との関係

南川維遷の著書として公刊せられたのは, ｢閑散余録
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｣上下二巻二冊のみである｡この書の内容は,国書解題

によれば,

元和以来鴻儒碩学の言語事按に関することを抄録した

るもの｡祖裸,仁斎,東涯,春台,白石,鳩巣,篤信

等著書の多少等をも比較論述せり｡後桜町天皇の明和

七年冬十月の自叙あり｡ 18)

とある如く,近世儒林についての出自,学統,学風,行

状,逸話,口碑等を録したもので,近世儒学史の好資料

たる価値を失わない｡従って夙く｢日本随筆大成｣その

他によって活字に移され,読書人の参看に供せられてい

るのも尤もなことである｡それゆえ,本書について殊更

に論ずべき問題は殆ど存しない如くであるが,その草稿

本と言う｢金深雑話｣と関連して考察した場合,そこに

ほ常識的理解を越えた相異点が介在しているのを見出す

のである｡

推遷は｢閑散余録｣に付した自序｢閑散余録緒言_jに

おい1,

○予嘗テ桑名二寓居スルコ†十年許,講書ノ畷,金渓

雑話三巻ヲ草ス｡挽二稿ヲ脱シテ,イマタ考訂二及ノ､

ス｡既ニシテ褐ヲ解テ,薦野二仕フ｡公子ノ為二経ヲ

説キ,諸子弟/為二念書ヲ授ク｡其ノ間暇ノ日多シ｡

因テ,サキニ革スル所ノ雑話ヲ校正シテ,刊行セント

恩欲ス｡此二於テ,其中二就テ,忌辞ヲ犯スコトアレ

ノ､コレヲ除キ,褒股人意二触ルコトアレハ,コレヲ削

り,僅二上下二巻T.ス｡名ヲ更メテ閑散余録トイフ.

重ネテ繕写シテ,俗ヲ去1)雄二従テ,言ヲ修セント欲

ス｡イカンカセン,適者頗多事,意ヲ筆硯ニオクコT.

ヲ得ス｡故二稿本ヲ以テ,一門人ヲシテ浄写セシメ,

書樺二授ルノミ｡ 19) (句読点を加え,異体字はほぼ通

行の文字に改めた｡以下引用はこれに倣う｡)

と述べており, ｢閑散余録｣公刊の経緯ほ極めて明瞭の

ようである｡即ち, ｢閑散余録｣二巻は草稿本｢金渓雑

話｣三巻の中から適宜取捨して成立したものだと言うの

である｡だがしかし,現存する｢金渓雑話｣ (東大本)

と比較検討してみると,事実ほ維遷が自序で述べる所と

は頗る相異するのである｡試みにまず両者の収録項目を

掲げると,

〔閑散余録〕上巻 37項 (本文墨付31丁)

下巻 75項 (同 48丁)

計 112項

〔金漢雑話〕 上巻 20項 (本文墨付30丁)

中巻 43項 (同 34丁)

下巻 56項 (同 29丁)

計 119項

となり,両書項目数の差は僅かに七項目に過ぎないので

ある｡維遷の｢緒言｣に言う｢俸カニ上下二巻トス｣に

おける｢僅ニ｣を文飾としても,柳か異様である｡そこ

で更に詳しく具体的内容に立入って,両書の共通項目を

調べてみると,次の如き結果を得た｡

｢金漢雑話｣から｢閑散余録｣に探られている項目

(両書の共通項目) - 〔上巻5項,中巻 24項,下巻

37項,計 66項〕｡ ｢金渓雑話｣に見えて｢閑散余録｣

に載せないもの- 〔53項〕｡｢閑散余録｣のみに収録す

るもの- 〔48項〕｡

この事実は, ｢閑散余録｣が｢金渓雑話｣を母胎として

いることを示すと同時に,余録上梓に際して新しく起筆

せられた項目が40%以上にも達することを意味して,自

序に言う趣旨は半ばほ正しく半ばほ誤りとしなくてはな

らないのである｡

なお, ｢金漢雑音｣上巻からの余録所収項目が極めて

砂いのほ,この主要部分が宝暦十四年(明和元年)に来

朝した朝鮮信任一行に関する記事で占められており,そ

れが幕府の忌諸に触れることを恐れて,全てを削除した

為と考えられる｡因みに, ｢享保以後大阪出版書籍目録｣

巻末の｢絶板書目｣ 20)には,

延享五辰年六月,朝鮮人来朝記,

無届内証板行,流布発覚し,板木詮索不残惣年寄-没

収打割絶板申渡,売売停止,

とある如く,江戸幕府ほ切支丹のみならず朝鮮関係につ

いても,厳重な言論統制を行なっていたのである｡

〔B〕金渓雑話の成立

｢金渓雑話｣の伝本ほ, ｢国書総目録｣によれば, ｢国

立国会図書館二巻一冊(朝風意林二) ･内閣文庫一冊･

京都大学付属図書館二巻二冊･東京大学付属図書館三巻

三冊が存在し,他に｢菰野町史｣記載の南川家蔵本三巻

三冊がある｡これら諸本の研究は,別に｢金漢椎話の諸

本｣と越する小稿を予定しているのでそれに譲り,この

稿では東京大学付属図書館蔵本(以下｢東大本｣と略称

する)を中Jbとして金渓雑話成立の問題を考察する事に

する｡

東大本｢金渓雑話｣全三巻三冊｡

〔上巻〕

題等｢金渓維話上｣ (題筆の文字ほ,中･下巻同筆).

内題｢金漢雑話巻之上 南川維遷士長著｣ (この下に

｢商事文庫｣の印記あり)として,直ちに本文｡本文

墨付三十丁,筆者不明,一筆(但し,中･下巻とほ別

筆),片仮名漢字交り,半面十行二十字詰,誤字訂正

を傍害す｡末尾に｢金漢雑話巻之天終｣と記す｡奥書

等なし｡

〔中巻〕

題筆｢金深稚苗中｣｡内題｢金漢雑音巻之中｣ (著者名

を記さず｡この下に, ｢南葵文庫｣と｢/ト崎蔵書｣の
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印記あり)として,直ちに本文o本文墨付付三四丁,

筆者不明,一筆(但し,上巻とは別筆,下巻と同筆)

片仮名漢字交り,半面十行二十字詰,誤字訂正を傍書

す｡末尾に識語･奥書等なし｡

〔下巻〕

題笥｢金漢雅語下｣｡内題｢金漢雑話巻之下｣ (著者名

を記さず｡この下に｢南英文庫｣と｢/J＼崎蔵書｣の印

記あり)として,直ちに本文｡本文墨付二九丁,筆者

不明,一筆(中巻と同筆),片仮名漢字交り,半面十

行二十字詰,誤字訂正等を傍害す｡末尾に｢金渓雑話

巻之下大尾｣と記す｡奥書等なし｡

猶,上の三冊の何れにも,巻末に南英文庫受入日付印

があり,それぞれ｢明治三十六年十二月廿一日｣と記

入してある｡

東大本｢金渓雑話｣の体裁は,おおよそ以上の如くであ

る｡識語･奥書の類もなく,従って筆録老並びに書写年

代も不明であり,加えて上巻は中･下巻と手跡を異にし

て(上巻ほ中･下巻に比べて魯魚の誤りも多く,何等か

の事情で失われた上巻を,後に新しく書写して補ったも

のと考えられる｡因みに,題襲の文字が三冊とも同一筆

蹟で,外装も同一である),必ずしも無条件には善本と

称し得ない｡しかし,前引の｢閑散余録緒言｣に｢講書

ノ畷,金漢維話三巻ヲ草ス｣という｢三巻｣に名実共に

該当するのほ,この東大本と南川家蔵本21)のみであり,

而も前者は初稿本系統と考えられる点から,諸本の中で

重要な位置を占めるものと言えようo

さてそれでは,この｢金漢雑話｣ほ何時頃執筆された

とすべきであろうか｡それを徴する識語等も見当らず,

また傍証となる諸文献も存しない以上,それが推定はす

べて内部徴証に委ねる外はない｡それゆえ,この稿本の

記述そのものに手掛りを求めなくてほならない｡

まず, ｢金漢雑話__i (特に断らない限り東大本を意味す

る)上巻の第二項に次の記事がある｡

-,宝暦十四年甲申ノ年,明和十改元ス.朝鮮ノ三使

来聴ス｡正月廿一日大坂二着船セリ｡海上風波ノ難多

ク,対島ヨリ大坂マテ数十日ヲ経クリ｡大坂二五日ノ

休息ニテ,同廿二日二淀二至り,其翌日京二入ル｡予

〔維遷〕モ大坂二之テ,李士三書記医者写字官画員等

二謁セリ｡云々｡ (一丁オ)

また,これに次ぐ第三項に,

-,那波魯堂先生ハ,相国寺階長老ノ俺頼二困テ,追

葦ヨ1)江戸マテ,往来十モニ韓客二接伴セリ｡凡甲申

年ノ碑使二親シク交リシ者へ 魯堂ニシクノ､ナシ｡韓

人帰国ノ後,予〔維遷〕再ヒ素二進ヒシへ タ､此人

ヲ訪フ故ニ,粗ソノ説話ヲ聞1)｡云々｡ (二丁ウ)

とあり,維遷ほ明和元年(改元,六月二日)来朝の朝鮮

15

信使と親しく会見談論した模様を,以下約十項目にわた

って書き留めているのである｡この見聞金剥も
雑話上巻

の大半を占めて(中巻にも関連する数項目を録する)い

ることから, ｢金渓雄話｣執筆の有力な動因となったと

見ることが出来ると思う｡翻って,これら朝鮮関係の記

事がかく上巻に収められていることほ,維話執筆時期の

上限がこの朝鮮信任との会見以降であることを示唆する

ものである｡

次に, ｢金渓雑話｣下巻(第四十項)の｢-,吾国ノ

書物ノ制へ 朝鮮本二倣ヒグルモノト云伝フ,アナカチ

ニS,カラス｣に始まる書籍のことを論じた箇所に,次の

記事を見出す｡

唐本,宋本へ 長幅共二今ヨリ大ニシテ,紙厚シ｡人

トナ1)モ,物ノ品ち 古ニシクハナシ｡偶々コノコト

ヲ恩フテ,感情少ナカラス〔割注22〕一丙成秋八月記,

比日七日ニテ,終日雨フレリ〕｡ (廿一丁オ)

上の干支｢丙成｣ほ｢明和三年｣である｡これゆえ,椎

遷がこの記事を書いたのほ,明和三年八月七日であるこ

とが判明する｡なお,偶々宣長の｢明和三年丙戊日記｣23)

八月の粂を参看すると, ｢七日,負,白巳刻雨天｣と記

されており,この日ほ勢州一帯が雨であったことが知ら

れる｡どうでもよいことであるが,筆者にはこの両者の

符合が何となく興味深く思われたので書き添えておく｡

ところで,雑話下巻後半の記事にこの日付が存すること

紘,やがてこれに程遠からぬ時期に｢金渓雑話｣の稿が

成ったことを推定せしめるであろう｡

かくして, ｢金渓雑話｣ほ,少くとも明和元年(後半)

以降の執筆にかかり,且つその三巻三冊の成稿は明和三

年(八月以降)頃と推定して,ほぼ誤らないと思う｡時

に維遷三十五歳であった｡

〔C〕閑散余録の出版事情

前節で考証したように, ｢金渓雑話｣が明和三年頃成

立したとして,その後｢閑散余録｣は何時頃成稿し出版

せられたのであろうか｡

まず,架蔵本｢閑散余録｣について,必要事項を抄出

してみると,上巻の巻頭に,

O ｢題閑散余録贈菰野南川士長,安永紀元至日,彦藩儒

学教軽石水竜公美｣ (竜詩)0

O ｢閑散余録序,安永突巳春二月,北海江邸綬撰｣ (江

序)

O ｢閑散余録緒言,明和七年庚寅冬十月｣ (自序)

下巻の巻末に,

O ｢閑散余録政,高文再拝,金渓賢契,仲冬十三日｣

○ 〔刊記〕一天明二王寅二月発行,皇都書籍,銭屋総四

郎･林伊兵衛･西村平八,勢州洞津,大森伝右衛門｡

とある｡即ち,これが天明二年版の体裁である｡そこで
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ここに,かく題詩,序,扱等を寄せている人物について

簡単な解説を記しておく｡これらの人物は維遷と親密な

関係があったと思われ,引いては余録成立事情の解明に

も資すると考えるからである｡

竜詩の竜草産(正徳四1714一寛政四1792,享年七九)

ほ,狙裸学汎 宇野明霞門(後に破門)で,寛延三年京

住のまま彦根藩主直定に出仕,宝暦七年以降安永四年ま

で彦根に移り儒学を講じた｡後致任して,平安で｢幽蘭

社｣を主宰する｡雑話上に, ｢予嘗テ竜草意先生ヲ江州

二訪フ｣の語が見え,諸伝記の多くは,維違が草産に師

事したと話す｡

江序の江村北海(正徳三1713一天明八1788,享年七六)

ほ,京学系朱子学派,福井港儒伊藤竜州の第二子(長子

伊藤錦乳第三子清田傍受で,当時伊藤の三珠樹と称著

せらる)で,梁田晩厳に従学,享保十九年青山侯儒官江

村毅庵没し,出でて江村氏とその家職を継ぐ｡ ｢日本詩

選｣を刊行した北海主宰の｢腸杖堂｣は著名である｡

政文を寄せているのは,津藩の藤堂高文(享保五1720

一天明四1784,享年六五)と考えられる｡
｢藤堂高文/J＼

伝｣ 24)に, ｢君姓藤堂,諦高文,字子撲,号東山,幼名

三郎助,致仕称大僕, (中略)君以享保五年庚子生,十

三年,襲禄七千石,為騎将,称出雲,宝暦元年,十一

月,退隠,居乙部別荘,自号魚日通人,天明四年,六月

十三日卒,寿六十五,君少好学,受業於簡粛奥田翁,辛

譲公賜認日弘毅子, (以下著書名略)｣とある｡

さて本題に立返り,上に引いた維遷の自序(緒言)に

｢明和七年十月｣と記すところから,この頃には｢閑散

余録｣の稿は既に出来上っていたと考えてよかろう｡序

でに｢緒言｣に言う｢斯文源流｣ほ宝暦八年刊, ｢儒林

姓名録｣は,架蔵本の刊記では明和六年三月25) (服蘇門

の級文の日付は明和六年正月とある)と記されている｡

そして,安永元年冬(竜詩)から安永二年春(江序)に

かけて,漸く余録出版の機が具体的に熱して来たものと

推察せられる｡しかし,事情ほ一般に考えられる如く,

簡単にほ運ばれなかったようである｡ここにそれを示す

文献がある｡即ち,安永六年七月廿日の日付をもつ｢南

川士長与小篠道伸幸｣ 26)という書簡の写しがある｡

私党年著述仕侯閑散余録と申書,上木出来候二付,此

度一部進呈任侠,御受納御-咲可被下僕,しかし御断

申上供は,最初にも申置侯通,六七年前書林江託し置

侯処,上木果し不申,漸当中元前出来任供故,六七年

己来二部見少々先年とかわり候革も有之,此書の僕ほ

今の僕こてほ無御座事も有之候,此如御用捨被下御一

覧可被下僕,比内に老人難詰の革も申置供,御用侯は

ハ退而可入御覧供,謹言,

七月廿日 安永六年丁酉

これがその全文である｡もしこの書簡にして誤りがなけ

れば, ｢閑散余録｣の上梓は安永六年七月頃とせねばな

らないのである｡なお,書中に言う｢六七年前書林江託

し置候_!というのは,明和八年乃至安永元年に当り,竜

詩や江序等の日付とも符号することになる｡従って,余

録の出版ほ安永六年と断じてよいであろう｡

ところが, ｢国書総目録｣によれば,版本として, ｢明

和七版一京大･慶大富士川(一冊),安永二版-学習院･

東北大狩野･鶴舞,天明二版- 〔稿者注,多数鴫〕｣と

ある｡が果して,明和七年版或は安永二年版が事実存在

するかどうかは,上に述べた私見に従う限り甚だ疑わし

いとせねばならない｡もし臆測を許されるならば,上梅

の諸本ほ所謂｢序刊｣ (序文の日付を以て刊行の年次と

する)の可能性が濃いと思う｡筆者の調査し得た鶴舞図

書館蔵本ほ,河村秀韻旧蔵本で,題詩･江序･緒言･扱

ほ存するものの,刊記も奥付もなく,刊年不明本に属す

べきものである｡なお,この刊年不明本を先の安永六年

刊行の本と想定する余地も無くほないが,以下に述べる

高文の扱が存する限り,やはり無理であろう｡

高文の｢閑散余録政｣の文中に,

困東関散余録刻成｡頃付駅使寄示｡領到謝々｡日晒萱

案.丙夜畢業｡只恨締乏不長｡ (中略)試閲序文｡余

所欲言者｡北海己貫之｡余亦何賛鴛｡

とあり,この刻本(恐らく安永六年刊行本であろう)に

は未だ高文の政文ほ涜えられていなかった筈である｡さ

すれば,この高文の扱ほその後の再刷本以降に付加され

たと考えるのが妥当であろう｡この扱文のみ月日だけで

歳次(干支)の記載を欠く(或いは削られた)のも,か

かる事情に起因するのかも知れない｡しかし,筆者は未

だ確実に安永六年刊と言える本を見ていない以上,全て

は推測の域を出でないことである｡

極めて簡明で問題もない如き｢閑散余録｣の出版につ

いても,一歩立入って調査してみると,上述のような複

雑な事情が介在して,その正しい解明にほ中々困難なも

のがある｡しかしともかく,維遷が安永八･九年にわた

って江戸に祇役した際に,美作三浦侯の家臣九津見昔左

衛門に｢今日復書及ヒ閑散余録一部ヲ遭ス｣ 27)と,閑散

余録を贈っていることを見ても,江戸出府以前に上刻さ

れていたことは疑う余地がない｡

〔D〕閑散余録異聞について

東北大学付属図書館狩野文庫に, ｢閑散余録異聞｣と

摩する上下二巻二冊の写本がある｡これは余録の所説に

対する批正･補説を集録したもので,余録の欠を補う文

献としても貴重である｡このたび同図書館の好意により

調査できたので,その概要を紹介すると共に,若干の新

知見をも併せて述べることにする｡
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〔上巻〕題隻｢閑散余録異聞上冊｣｡次いで本書成立

の事情を記す漢文の序四丁,序文末尾に｢文政甲申五

月十四日,日寄微亭主人書｣と記す｡次に｢付｣とし

て｢南川士長与小篠道仲書｣並びに｢湯之祥復小篠還

付書｣と題する書簡二通の写し四丁｡次いで内題｢閑

散余録異聞巻之上｣と記して,直ちに本文十八丁｡余

録上巻の十二項についてその一部分を抄出し,それに

対する井潜･赤松鴻･湯元禎の所説を一字分下げて録

してある｡巻末に｢閑散余録異聞巻之上終｣と記す｡

〔下巻〕題等｢閑散余録異聞下冊｣｡内題｢閑散余録

異聞巻之下｣と記して,直ちに本文四一丁｡余録下巻

の二五項について,上巻と同じ体裁で,湯元禎･赤松

鴻･小篠敏･井潜･-虎の所説を録す｡巻末に｢閑散

余録異聞巻之下終｣と記す｡

上下巻とも一筆,本文半面八行十六字詰｡両冊とも第

一丁右下に｢狩野氏図書記｣の印記あり｡内容ほ両冊

とも湯元禎の所説が大部分である｡

異聞の概略は大凡上の如きであるが,この書成立の機縁

を介したのが,石見浜田侯の儒臣で且つ鈴屋門人の小篠

敏28)であったことほ,筆者にとって新しい発見であっ

た｡敏は前出｢答間録｣において,二十項目(集中第

一,第二は栗田士満の十五項目)を宣長に問うており,

安永九年入門以前から宣長とは深い交渉をもち,その後

も屡々松阪に遊学し, ｢源氏物語玉の小櫛｣の出版29)な

どにも与って力のあった有数の鈴屋門人である｡この敏

(道沖)がこの頃既に維遷と交渉があり,練達の新著閑

散余録を早速備前岡山の湯浅常山30) (宝永五1708一天明

元1781,享年七四)に紹介しているのである｡即ち,輿

聞上巻付載の｢湯之祥復小篠道仲書｣には,

閑散余録致成業候,殊之外面白キ珍書御指越被成,御

見七被下層存候,就夫君間違も御座候はへ 書入進上

可仕由,承知, (中略)世上の日出も承り供故,あらあ

ら書付二小冊31)御座候,然共骨折慌ても,畢売口耳の

学問に近きと可申,僅中に入置申供二付,此度中覚え

に南川君かなくさみにも相成可申と存侯事,書入はり

紙仕供間,此書は御返し被成可然被仰遣可被下僕,御

同好之事故,無遠慮はり紙仕供旨,幾重にも御断被仰

遣可被下僕, (以下略)0

とあり,敏が常山に｢閑散余録｣を見せ,それに常山が

書入ほり耗をして返したことが知られるのである｡

この常山書入本｢閑散余録｣が,江戸祇役中の維遷宛

に,偶々上京した蓬莱尚賢によってもたらされた事が,

維遷の｢東遊日録｣の記事によって分る｡多分敏が尚賢

に托したのであろう｡日録安永九年正月七日の条に,

蓬莱氏過訪セラル｡寛話時ヲ移ス｡備前岡山ノ湯之祥

｢湯浅新兵衛〕ノ､,商都門人ニテ,春台･周南†モ交
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親シカ1)シ老儒也｡且質行ノ君子也｡余力閑散録二異

同ヲ考へ,届ザ)I,ヲ補ヒ,蓬莱氏ヲ介トシテ寄示サ

ル｡今日持参也｡其説明徹一々侭服二余リアリ｡

また同年三月七日の条に,

帝二蓬莱氏ヨリ,石州浜田尻ノ臣小篠道沖へ閑散録ヲ

贈1)示ス｡道沖一覧シ,備前ノ岡山侯ノ世臣湯浅新兵

衛,名ハ元禎,字之祥,号常山二贈ル｡湯浅氏付紙数

十条ヲ以テ補正細評シテ還サル｡其言正確也｡頃者病

中間暇ア1)｡因テ湯浅氏Tl/J＼篠ノニ氏-書ヲ修シ,今

日九津見氏へ托ス｡美作卜備前レ､隣国ニテ,書信ノ

往来自由也Tl聞及ペパ也｡

とあって,前の書簡に言う｢南川君かなくさみにも相成

可申と存侯事,書入はり紙仕供｣ところの常山書入本閑

散余録が,蓬莱尚賢32) (元文四1739一天明八1788,享年

五十)によって,維遷に示されたことが判明する｡今こ

の常山書入本の所在ほ不明33)であるが,その所説の内容

は,ここに紹介した｢閑散余録異聞｣によって知ること

ができるのは,幸いとすべきであろう｡

4 南川推遷伝言己資料

ここに,南川維遷の伝記資料たるべきもの若干を紹介

する｡何れも筆者が親しく調査したもののみである｡

1)墓誌銘(菰野町,大亀山金剛禅寺墓地)

碑の正面上方に,二字四行｢金渓,南川,先生,之碑｣

と刻し,以下四面に北海の撰文を刻す｡

君津維遷,宇土長,一字文瑛,号金咲,南川氏,勢州

菰野人,家世業農園,以故,君之幼時,家無一策子可

読,又無父兄親族訓導勧学,而君好文学之業,蓋出於

其天資云,於此郷邑駿異,目為神童,既而梢長,則請

求多方,極力読書,又白話受学於竜崎先生,頴悟強

記,其業夙小成夫,到此,親戚相勧,便君為医業,乃

西遊京師,就堀玄孝氏,攻軒肢之書,居数年,悉得其

秘荘,而経史文詩之業,亦復大成突,於是,運勢州,

下惟桑名,学徒磐集,宝暦突未遊浪葦,会韓使来聴,

君与之唱和筆語,俄項数百千言,詞翰之美名播海外,

而菰野公子時方,崇儒術,乃時時延講,以資講学罵,

明和中,君遂釈褐菰野,後又加秩,兼掌医薬,事数奏

神功,士庶受学業,乞診治者,日夜転換其門,安永突

亥,祇役東都,勧業余暇,与都下諸名士,締交往来,

名声益焼発夫,君資質多病,辛丑之歳,丁内報,哀敗

之余,病大発罵,尭以九月十四日卒,享年五十,葬干

大亀U｣金剛禅寺,前配加藤氏,生二男,長子守箕袈,

次配矢田氏,生一女,君該博群書,最善詩詞,又好研

究本朝典故,家家秘策多方請求罵,又於医書,尤多所

発明云,銘日,釈褐桑梓,昼錦之栄,博学宏詞,人欽

英名,亀山之側,玄保厭精,金剛不嵐箕裏生生,
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天明五年乙巳秋九月,北海江村綬撰,孝子志遥建,

2) ｢南川家小伝･先府君行状｣ (南川家蔵)

美濃紙袋綴で紙経で窟じた稿本で,表祇共八丁の小冊

子であるが,すべて維遷自筆で,伝記資料として貴重な

ものである｡巻末に｢宝暦八年戊寅春三月廿三日,哀子

南川維遷状｣と記す｡

3) ｢金漢維話｣ (略)

4) ｢閑散余録｣ (略)

5) ｢東遊日録｣ (一冊)南川家蔵｡

半紙版,祇哀歓(後人の付したもので,右肩に｢永久保

存｣,中央に｢金渓東連日誌｣,左下に｢巻之上｣と記

す)｡次葉の中央に｢金漢東遊日誌,巻之上｣と朱で記

し,左下に｢巻之下ハ散逸シテ,捜索二努ムルモ見当ラ

ズ｣と墨書す(何れも維遷自筆とは思われない)0

内題｢東進日録,安永己亥,巻之上｣と第一丁第一行

に記し,以下第二行目から本文｡上方空欄の罫紙を用い

本文墨付百丁｡安永八年四月九日から翌九年五月八日ま

での日記である｡維遷の伝記資料として重要なだけでな

く,当時の儒者の具体的生態を示す貴重な文献である｡

6) ｢南川推遷画像｣ 34) (南川家蔵)

維遷が安永八年(四八歳)の末に,司馬江漢に措かせた

もので,彩色｡賛に｢秘典千秋窺妙,奇才一世好斯文,

源定羽題｣とある｡

7) ｢維遷宛宣長書状｣一幅,南川家蔵｡ (略)

5 結 語

宣長の維遷宛書簡-通に端を発して,維遷について調

べてゆくうち,維遷その人の学風や人物に惹かれる気持

が筆者の胸中に次第に色濃くなって来た｡確かに近世儒

学史の上では,維遷は抄たる一存在に過ぎないが,その

学問に対する誠実で真撃な生涯は,或いは実の意味で近

世儒学史そのものを支えているのではないかとも思われ

る｡併し小稿では,如上の感慨は別として,研か学界に

寄与するであろうと思われる具体的調査を主として報告

するに止めた次第である｡

〔付記〕この小稿を草するに当って,南川義昭氏,菰野

町公民館,国立国会図書館,東京大学図書館,東北大学

図書館,鶴舞図書館,並びに本学図書館員諸氏,その他

多くの方々に,蔵書の閲覧等に関して多大の援助を辱う

した｡ここに謹んで謝意を表する老である｡

〔注〕

1) この書簡は,南川義昭氏の所蔵にかかる｡

2) ｢本居宣長翁書簡集｣ (奥山宇七編,昭8,啓文

社書店刊), p.61-2所収｡

3) 同上書, p.62参照｡

4) 松阪市｢本居宣長記念館｣蔵,重要文化財｡

5) ｢大日本人名辞書下｣ (明27,経済雑誌社刊)｡

6) ｢増訂国書解題｣ (佐山ノし郎著,吉川弘文館刊)

第三版(明42)の｢閑散余録｣ (p.408)の粂に拠る｡

7) ｢三重先賢伝｣ (浅野儀史著,昭6, (玄玄荘刊)

p. 260参照｡

8) ｢菰野町史｣ (編纂主任近藤謙蔵,昭16,菰野町

史刊行会発行) p.351-5参照｡

9 ) ｢近世藩校に於ける学統学派の研究上｣ (笠井助

治著,昭44,吉川弘文館刊) p.731参照｡

10) ｢本居宣長全集,第十五巻｣ (昭44,筑摩書房発

行) p.417参照｡

ll)第4章｢南川維遷伝記資料｣参照｡

12) ｢本居宣長稿本全集,第一輯｣ (本居清造著,大

11博文館刊) p.91, p.100参照｡

13) ｢鈴屋集巻六｣所収｡

14)概ね｢神宮文庫｣蔵,稿本巻八･九･十の三冊のみ

｢静嘉堂文庫｣蔵｡雑誌｢-皇学｣ (第一巻第五号)の

岡田米天氏｢古事記伝稿本の基礎的研究(中)｣参照｡

15) ｢本居全集,首巻｣ (本居清造編,昭3,吉川弘

文館刊) p.33参照｡

16) ｢答間録｣の宣長自筆稿本ほ｢本居宣長記念館｣

に蔵するが,この稿本成立の時期は不明である｡

17) ｢直毘霊｣ (西田長男著,昭19,有精堂刊)の｢解

題篇｣ p.34の記載に拠る｡

18) 〔注〕6)参照｡

19) 天明二年版架蔵本に拠る｡

20) ｢享保以後大阪出版書籍目録｣ (昭39,清文堂出

版株式会社刊) p. 2参照o

21) この南川家蔵本は,維遷自筆の部分もあるが,樵

ね別筆(恐らく門人の手であろう)で,再稿本と考え

られる｡詳細は拙稿｢金渓雑誌の諸本｣に述べる｡

22) この割注の文字ほ,南川家蔵本には記載しない｡

23) 注12)参照｡同書p.544所収｡

24) ｢日本教育史資料,四｣ (明24,文部省刊) p.431

-2所収｡

25) 正式にほ｢照朝儒林姓名録｣と言い, ｢国書総目

録｣所載の版本ほ何れほ刊年を記さないが,架蔵本に

は明和六年己丑三月と明記してあり,政文の日付と考

え合わせて,これが初刻の年次であろう｡

26) 東北大学付属図書館狩野文庫｢閑散余録異聞上冊｣

に付載する｡

27) 南川家蔵本｢東進日録｣に記す｡

28) ｢本居宣長門人録｣ (注15,本居全集,所収)の

安永九年の粂に, ｢石見,浜田, 〔遠江浜松産,浜田

侯儒臣号轡竜〕,小篠大記敏,初道沖｣とある｡

29) 福井久蔵｢鈴屋大人に関する新資料｣ (｢皇国文学
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2,古事記伝の研究｣昭16,聖文閤刊)所収参照｡

30) 常山は｢常山紀談｣等著書も多く,祖裸学派の儒

者で,当時博学を以て世に聞こえていた｡

31) この｢二小冊｣とほ,常山の｢文金雑記｣か｡

32) 荒木田尚賢であり,谷川士清の女を嬰り,真淵に

従学,天明七年鈴屋入門｡宣長とは安永初年より深い

交渉あり,師弟というよりも知友の如き間柄であっ
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た｡

33) ｢国書総目錬二｣ (p.304)によれば,村野文庫

に常山の｢閑散余録書入｣という写本一冊がある由で

ある｡

34) この画像の経緯については｢東進日録｣に詳し

い｡


